
 

 

 

 

 

 

年頭のごあいさつ 
 

                姉体町振興会 会⾧ 菅 原 芳 己 
 

姉体の皆様、明けましておめでとうございます。ご家族皆様で穏やかな新春をお迎え

の事と思います。 

私達は昨年も、コロナ～コロナで大変な１年を過ごしました。当初は、いくらか落ち

着き「終息か?」と期待したのでしたが、人の移動と共に感染が増加し、12月には岩手

県内において１日当たりの感染者・死者とも過去最高になるなど、未だに衰えていま 

せん。 

そんな中で、日本中に「希望と勇気と笑顔」を与えてくれたのが、前年に続き、姉体

出身のメジャーリーガー「エンゼルス 大谷翔平選手」の大活躍でした。故郷の私達は

何と嬉しかった事でしょうか。大谷選手、本当にありがとうございます。 

さて、本年は姉体町振興会が５年毎に実施しておりますコミュニティ計画の見直し 

年度であります。コロナ等により実現できなかった現計画を見直しながら、向こう５年

間（令和６年度～令和10年度）の計画を作成いたします。 

姉体の子ども達が、大きな夢を持ち、逞しく伸び伸びと育ち、誰もが「ここに住んで

良かった」「ここで生まれて良かった」と思える、楽しい町「姉体」、どんなコミュニ   

ティ計画が良いのでしょうか。皆様のアイディアや考えを振興会にお寄せ願います。 

今後はコロナの行動制限が大分緩和され、若干の不安は残るものの、コロナ前の生活

に近づくものと思われます。本年が皆様にとり良き年である事を願い新年の挨拶と  

いたします。 

本年も宜しくお願いします。 
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素敵な作品が出来ました 
令和４年12月28日（水）、姉体地区センター主催「ハンドメイド講座」を開催しました。 

今回はハンドメイドで人気のUVレジンを使用して、小物ケースを作りました。 

「UVレジン」とは「紫外線硬化樹脂」のことで、紫外線に反応し硬化する液体です。台座に素材

シールやラメなどをバランスよく配置しては、UVライト（紫外線照射器）で液体を硬化させる作業を

繰り返し行い、オリジナリティ溢れる作品が完成しました。 

令和５年１月18日（水）、姉体地区センターにおいて、①地域医療、②小さな拠点 

づくり、③ＤＸ（※）を活用した地域課題の解決の三点をテーマに、「寄り添う奥州会議 

プロジェクト出張懇談会」が開催され、市からは、市長直属の本会議プロジェクトチーム員２名が、姉体から

は、振興会役員及び理事の方々が出席しました。いずれも今後の私たちの生活に密接に関わってくる  

重要なテーマであり、出席者から意見が途切れることはなく、特に、①の地域医療については、１月16日の

「地域医療懇話会」で新病院建設予定地等が公表されたこともあって関心が高く、「子育てに優しい住み 

やすい魅力あるまちにするためにも、医療をもっと充実させるべき」等、市が提案する「地域医療奥州市 

モデルと新病院の役割」に対し、総じて肯定的な意見が多く出されました。 

 

※ＤＸ 

デジタル技術の活用による新たな商品、サービスの提供、新たなビジネスモデルの開発を通し

て、社会制度や組織文化なども変革していくような取組を指す概念。 

 

令和５年２月15日（水）午後１時30分より姉体地区センターにおい

て、町内会長、福祉活動推進員（行政区長）、会館館長、民生児童委

員、ご近所福祉スタッフの方々を対象に開催します。 

第１部は社会福祉協議会の主催による「かたりあいの輪福祉懇談

会」が「地域共生社会の実現に向けて～つながり、ささえあう、福祉

のまちづくり～」をテーマに行われます。 

第２部は振興会社会福祉部の主催で「地域ニーズ対応事業」を 

行います。「地域で支え合う自主防災」をテーマに市の危機管理課に

よる講話の他、自主防災組織（行政区）単位に分かれワークショップ

を行う予定です。 

２月１日、姉体地区センター

正面玄関に設置されている

自動販売機（コカ・コーラ）が

撤去されることになりまし

た。 

 



 

 

姉体地区センターでは、令和５年４月から施設の定期利用を希望する団体の申し込みを受け付け

ます。希望する団体は、姉体地区センター備え付けの「施設定期利用希望調書」に必要事項を記入

のうえ、「会員名簿」を添えてお申し込みください。 

手続きの詳細につきましては、姉体地区センター（℡.２６-２５２４）までお問い合わせください。 
 

【申 込 資 格】姉体地区住民が構成員の中心となり活動する団体(構成員５名以上)が対象です。 

【審査・認定】必要書類を提出いただいた後､申込資格等を審査し､認定された団体には後日､ 年

間の使用日程等を調整する会議（連絡調整会議）の案内を送付します。 

【申 込 締 切】令和５年２月１３日（月）必着 

【連絡調整会議】令和５年２月１６日（木）午後６時３０分～ 姉体地区センター 

コロナの収束が見えず、思うように事業を実施できない状況が続いていることから、令和５

年度の姉体町振興会費の取扱いについて、三役会及び理事会で協議しました。 

その結果、姉体町振興会への会費については、令和３年度、４年度限りとした700円の  

減額措置（2,200円➡1,500円）を令和５年度も継続することにしました。 

来年度の振興会費について、 

３年続けて減額を決定しました。 

 

 

 

 

 

＊募集内容 
［職   種］非常勤地域活動員 

［人   員］１名 

［業 務 内 容］地区センター施設貸出業務、各種行事の企画運営など 

［雇 用 期 間］令和５年４月１日～令和７年３月31日（勤務実績等により期間延長あり） 

［就 業 場 所］奥州市姉体地区センター（奥州市水沢姉体町字宿８番地３） 

［就 業 時 間］９:００～１５:００（休憩時間 １２:００～１３:００） 

［休   日］土曜日、日曜日、祝日、年末年始（12月29日～１月３日） 

［時間外勤務］あり 

［賃   金］月額９６,７００円（退職金なし） 

［加 入 保 険］雇用保険、労災保険、年金保険、健康保険 

［応 募 資 格］姉体地区在住で自治会に加入していること 

       パソコン操作（エクセル・ワード）ができること 

       普通自動車運転免許がある方 

［募 集 期 間］令和５年２月１日（水）～２月２８日（火） 

［申 込 方 法］履歴書（市販のもので可）に必要事項を記入のうえ、姉体地区センターへ提出（郵送可） 

［選 考 方 法］書類（履歴書）審査後、適格者と面接試験を行い合否を判定 

姉体地区発展のために力を振るっていただける方の応募をお待ちしております！ 

姉体地区センター 



 

 

の行事予定 

日 曜日 内   容 時 間 場 所 

２ 木 【区長会】定例会 １5 :００～  

  【民児協】定例会 １３:３０～ 地区センター（農事研修室） 

３ 金 【社協】心配ごと相談所 １０:００～１１:３０ 地区センター（健康相談室） 

７ 火 【体育振興部】役員会 １８:３０～ 地区センター（健康相談室） 

11 土 ［建国記念の日］   

14 火 【移動図書館】わくわく号 １３:３０～１４:００ 地区センター（駐車場） 

  ［バレンタインデー］        

15 水 【社会福祉部】かたりあいの輪福祉懇談会/地域ニーズ対応事業 １３:３０～１６:００ 地区センター 

16 木 【防犯委員会】防犯パトロール⑪（担当：南方、北姉体） １５:３０～ 姉体地区内 

22 水 【女性委員会】女性短期大学⑤「脳元気ゲーム」 １０:００～ 地区センター（日本間） 

23 木 ［天皇誕生日］   

 

私事ですが・・・ 

今年の健康診断から、胃検診が追加されバリウムを飲むことになりました。 

初めての経験なので、今からとてもドキドキしています。（U） 

広報やつふさ12月号（第378号）３ページにおきまして、掲載のお名前に誤りがありましたので、下記

のとおり訂正いたします。 

（正）今野 とよ子 さん   （誤）及川 とよ子 さん 
今野さんには大変失礼をいたしました。謹んでお詫び申し上げます。 

奥州市社会福祉協議会では、奥州市民

の福祉や生活に関する悩みの相談窓口  

として、心配ごと相談所を設け、専門員に 

よる助言や関係機関への連絡・斡旋などを  

行っています。 

（市内各地区センターを年２回巡回） 

姉体地区センターでの開設２回目は、 
 

 

相談費用は無料です。ご利用方法は、奥州市社会福祉協議会（℡25-6188）へ事前に予約して  

いただくか、当日会場へ直接お越しください（※ただし、予約者優先となりますのでご了承ください）。 

最大３組まで受付けいたします。相談時間は１組30分です（※時間厳守※）。 

問合せ先 社会福祉法人奥州市社会福祉協議会 地域福祉課（福祉のまちづくり推進室） 

     住所：奥州市水沢南町５-１２ 電話：０１９７-２５-６１８８ 


